
１．基本情報
大学名

設置区分 学校種
都道府県 事業期間
改組内容

重点分野

事業計画名

２．事業概要

令和８年度大学・高専機能強化支援事業
（支援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）

【重点分野支援枠・大学】事業概要

「AI for Science」を基盤として、生命ナノシステム科学研究科と生命医科学研究科の入学定員をあわせて博士前期課程15
名・博士後期課程5名増員し、物性科学・マテリアル、バイオテクノロジー、生命科学・医科学及び人工知能・IoTの各分野に
おける高度専門人材の育成を推進する。近年、急速に発展するAI・データサイエンス技術を活用して科学研究を統合的に推進す
る「AI for Science」の重要性が高まっている。本学では、研究機関や企業等との連携環境と先端研究基盤を活用し、各専門
分野の高度な知識及び能力とAI・データサイエンス技術を融合した教育研究を展開する。具体的には、「共通基礎」「AI for
Science基盤」「分野応用」「実践・社会実装」「博士高度研究」の5層構造の教育課程を編成し、体系的かつ実践的な教育
により、仮説生成から社会実装までを一気通貫で推進できる人材を育成する。

研究科等の設置・増員
資源・エネルギー技術領域‐物性科学・マテリアル分野、情報・通信技術領域‐人工知能（AI）・IoT分野、生命
科学・化学領域‐バイオテクノロジー分野、生命科学・化学領域‐生命科学・医科学分野

大学
令和8年度～令和17年度

公立
神奈川

令和8年5月申請時点

横浜市立大学理学系大学院を横断したAI for Scienceを基盤とする専門人材育成

横浜市立大学
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３．重点分野に係る組織
重点分野に係る組織の設置・増員計画（赤字は事業対象組織）

事業開始時 事業終了時
5 6

5 6

10 13

3 3

3 3

26 31
30 36

30 36

40 43

32 32

15 15

147 162
140 140

60 120

200 260

大学全体の収容定員に占める重点分野に係る組織の収容定員の割合
博士課程 修士課程 大学院計

18.0% 63.4% 41.4%
20.7% 65.6% 44.2%
+2.7% +2.2% +2.8%

生命ナノシステム科学研究科物質シ
ステム科学専攻
生命ナノシステム科学研究科生命環
境システム科学専攻

データサイエンス研究科データサイエン
ス専攻
データサイエンス研究科ヘルスデータサ
イエンス専攻

増員数

学士

R12増員

設置等後の
主な学位分野

理学部理学科

課程 組織名 入学定員 設置・増員等時期

博士

修士

理学関係

60増員数

データサイエンス学部データサイエンス
学科

生命ナノシステム科学研究科物質シ
ステム科学専攻

増分

増員前（R8.4.1時点）
増員後

計

生命ナノシステム科学研究科生命環
境システム科学専攻
生命医科学研究科生命医科学専
攻
データサイエンス研究科データサイエン
ス専攻
データサイエンス研究科ヘルスデータサ
イエンス専攻

増員数

計

計

生命医科学研究科生命医科学専
攻

- 理学関係

R12増員 理学関係

- 理学関係

R10増員 理学関係

R12増員 理学関係

5

15

R9増員 理学関係、経済学関係

R8増員 理学関係

-

R10増員

- 理学関係

理学関係

R10増員 理学関係

理学関係
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＜育成する人材像、教育内容の特徴（新規性）、実施体制＞基本情報

改組内容 研究科等の設置・増員

重点分野 物性科学・マテリアル分野（重要鉱物資源、部素材等を含む）、バイ
オテクノロジー分野（ゲノム編集技術、微生物・植物科学、フード
テック等を含む）、生命科学・医科学分野（基礎生命科学、次世代創
薬、医療機器等を含む）、人工知能（AI）・IoT分野人工知能（AI）・
IoT 分野（機械学習、生成AI、DX 等を含む）

所在地 神奈川県横浜市

増員する組織名（博士） 生命ナノシステム科学研究科物質システム科学専攻、生命環境シ
ステム科学専攻、生命医科学研究科生命医科学専攻

入学定員増数及び増員時期（博士） 5名（R12）

増員する組織名（修士） 生命ナノシステム科学研究科物質システム科学専攻、生命環境シ
ステム科学専攻、生命医科学研究科生命医科学専攻

入学定員増数及び増員時期（修士） 15名（R10）

事業計画名 横浜市立大学理学系大学院を横断したAI for Scienceを基盤とする専門人材育成

支援２ 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化の構想について「重点分野支援枠」

令和８年度 横浜市立大学

＜本事業の取組概要＞

＜物性科学・マテリアル＞物質システム科学専攻
物質創製、計測科学、計算科学等の研究蓄積を基盤。AI・データサイエンスと融合したマテリ

アルズ・インフォマティクス教育を推進。計測データ及びシミュレーションデータをAIにより統
合解析し、材料特性予測、新規材料探索、次世代材料開発を担う高度専門人材を育成

＜バイオテクノロジー＞生命環境システム科学専攻及び木原生物学研究所
植物科学、ゲノム科学、微生物科学、生物工学、環境システム科学等の研究蓄積を活かし、植

物・微生物・環境応答データ等をAIにより解析する教育研究を展開。持続可能な食料供給、環
境負荷低減、気候変動対応、バイオものづくり、フードテック分野に貢献できる人材を育成

＜生命科学・医科学＞生命医科学専攻
構造生物学、マルチオミックス解析、創薬基盤研究とAI技術との融合を推進。構造解析デー

タ、オミックスデータ、分子シミュレーションデータ等を統合解析し、創薬候補探索、分子設計、
疾患関連分子解析等に展開。次世代創薬や精密医療を支える高度専門人材を育成

＜人工知能・IoT＞生命ナノシステム科学研究科・生命医科学研究科
計算科学、シミュレーション、人工知能・データ解析等の研究蓄積を活かし、重点分野とAI 

for Scienceを連携した教育研究を推進。実験科学、シミュレーション科学、人工知能・データ
科学を統合。仮説生成から検証に至る研究プロセスの高度化を担う高度専門人材を育成

＜重点分野への適合＞

＜背景・課題＞
・令和６年のノーベル物理学賞・化学賞の双方が機械学習関連研究であったことに象徴されるよ
うに、マテリアルサイエンスやライフサイエンス等の先端科学分野では、人工知能（AI）を高度に活
用して研究開発を加速する「AI for Science」の重要性が拡大
・横浜・京浜臨海部に集積する研究機関・企業群では、人材不足や研究開発サイクル高速化への対
応のため、従来の実験科学に加え、AI for Scienceを基盤とした高度専門人材の需要が増大
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